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「自然豊かな朝日町は、青空や星空、海や山など、本物の色や空気感からインスピレーションを得て創作活動
の源になっている」とガラス作家 鈴木俊也氏は語る。ガラス作家 鈴木明日美さんは、「ガラスは柔らかく生き
物のようでありながら短時間でかたくなり、キラキラと輝く作品になるのが魅力」と笑顔で語ってくれた。二人
三脚で工房を切り盛りし、干支や四季折々のガラスのオブジェが人気で、作成中のお雛様に始まり、桜の箸置
き、兜、風鈴など一年を通して楽しめ、製作体験や講習会の生徒さんで工房には楽しい声が響く。

「自然豊かな朝日町は、青空や星空、海や山など、本物の色や空気感からインスピレーションを得て創作活動
の源になっている」とガラス作家 鈴木俊也氏は語る。ガラス作家 鈴木明日美さんは、「ガラスは柔らかく生き
物のようでありながら短時間でかたくなり、キラキラと輝く作品になるのが魅力」と笑顔で語ってくれた。二人
三脚で工房を切り盛りし、干支や四季折々のガラスのオブジェが人気で、作成中のお雛様に始まり、桜の箸置
き、兜、風鈴など一年を通して楽しめ、製作体験や講習会の生徒さんで工房には楽しい声が響く。

シリーズシリーズ ふるさと探訪ふるさと探訪 ニューツーリズム

住所　富山県下新川郡朝日町横水300番地　TEL.0765-83-3700
見どころ　音や熱を体感しながら、まじかでガラス作家の制作風景を見ることができる。土・日・祝日開催の吹き
ガラス体験が人気（要予約）

住所　富山県下新川郡朝日町横水300番地　TEL.0765-83-3700
見どころ　音や熱を体感しながら、まじかでガラス作家の制作風景を見ることができる。土・日・祝日開催の吹き
ガラス体験が人気（要予約）
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昭和 52 年 3月 12 日第三種郵便物認可 平成 29 年 2 月 1日発行（毎月1回 1日発行）　VOL.500

富山県商工会連合会が毎月 1回発行している広報機関紙は、当月号「商工会とやま　VOL.500」　　で 500号となった。当会設立後、不定期で発行した広報誌を通算すると 600号となる。
節目となる紙面を紹介しながらそのあゆみを振り返る。

昭和38年 1月 1日

昭和 50年 6月 20日

昭和 58年 9月 20日

　

商
工
会
法
が
施
行
さ
れ
た
翌
年
の
昭
和

三
十
六
年
八
月
に
富
山
県
商
工
会
連
合
会
が

設
立
さ
れ
、
翌
年
度
と
な
る
昭
和
三
十
八
年

一
月
一
日
に
広
報
紙
「
富
山
県
商
工
連
會
報
」

創
刊
号
（
Ｂ
５
版　

全
８
ペ
ー
ジ
）
を
発
刊

し
た
。
以
後
、
不
定
期
刊
と
し
て
、
平
均
す

る
と
年
間
八
回
程
度
、
昭
和
五
十
年
三
月
一

日
号
ま
で
一
〇
〇
号
刊
行
し
た
。
い
わ
ば
月

刊
広
報
誌
の
ル
ー
ツ
と
い
え
る
。

○
主
な
掲
載
記
事

　

創
刊
号
が
新
年
号
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一

面
に
立
山
連
峰
の
写
真
を
掲
載
。
年
頭
挨
拶

と
、
前
年
十
二
月
に
砂
防
会
館
で
開
催
さ
れ

た
商
工
会
全
国
大
会
の
様
子
、
年
末
年
始
謝

恩
セ
ー
ル
の
様
子
が
掲
載
さ
れ
た
。
ま
た
、

同
年
七
月
に
公
布
さ
れ
た
「
中
小
企
業
基
本

法
」
の
最
終
案
が
全
文
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

○
主
な
出
来
事

・
三
八
豪
雪

・
富
山
空
港
開
港

・
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
暗
殺

　

昭
和
五
十
年
六
月
に
商
工
会
法
が
施
行
さ

れ
て
以
来
十
五
周
年
を
迎
え
る
機
会
に
、
名

称
を
「
商
工
会
新
報
」、
サ
イ
ズ
も
Ｂ
５
版
か

ら
タ
ブ
ロ
イ
ド
判
に
変
更
し
て
、
装
い
も
新

た
に
創
刊
号
と
し
て
発
刊
し
た
。

　
「
商
工
会
新
報
」
は
毎
月
二
十
日
発
行
に
新
年

特
別
号
を
加
え
、
年
十
三
回
発
行
し
て
い
た
。

○
主
な
掲
載
記
事

　

一
面
に
当
時
の
柚
木
栄
吉
会
長
に
よ
る
発
刊

に
際
し
て
の
挨
拶
が
掲
載
さ
れ
た
ほ
か
、
昭
和

五
十
年
度
の
中
小
企
業
対
策
予
算
が
大
幅
に
増

額
さ
れ
、
経
営
指
導
員
の
増
加
と
待
遇
改
善
が

実
施
さ
れ
る
見
通
し
と
な
っ
た
旨
を
掲
載
。
他

に
も
融
資
制
度
の
充
実
、
税
制
改
正
、
相
談
窓

口
の
設
置
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
業
界

紙
「
中
小
企
業
振
興
」
か
ら
の
転
載
記
事
が
あ
っ

た
他
、
コ
ラ
ム
「
商
工
春
秋
」
は
現
在
の
「
商

工
会
と
や
ま
」
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

○
主
な
出
来
事

・
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
来
日 

・
国
立
富
山
医
科
薬
科
大
学
開
学

・
広
島
東
洋
カ
ー
プ　

初
優
勝

　

中
小
企
業
施
策
、
国
内
経
済
の
動
き
、
関
連

機
関
の
情
報
を
中
心
に
、
連
載
記
事
や
写
真
を

加
え
る
な
ど
情
報
量
、
情
報
領
域
を
広
げ
、
昭

和
五
十
四
年
新
年
特
別
号
よ
り
ペ
ー
ジ
数
も
全

六
ペ
ー
ジ
に
進
化
し
、
第
一
〇
〇
号
の
発
行
に

至
っ
た
。

○
主
な
掲
載
記
事

　

一
面
に
は
「
回
復
に
向
か
う
日
本
経
済
」
の

見
出
し
で
、
昭
和
五
十
八
年
度
経
済
白
書
を
詳

し
く
紹
介
。
三
面
以
降
に
は
県
内
各
地
の
様
子

を
写
真
と
共
に
紹
介
す
る
シ
リ
ー
ズ
「
フ
ォ
ト

訪
問
」
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
九
月
七
日
に
オ
ー

プ
ン
し
た
富
山
産
業
展
示
館
（
テ
ク
ノ
ホ
ー
ル
）

を
紹
介
。「
経
営
ア
ド
バ
イ
ス
コ
ー
ナ
ー
」
で
は

後
継
者
の
育
成
に
つ
い
て
、
楽
し
い
コ
ラ
ム
記

事
と
し
て「
父
と
子
」の
エ
ッ
セ
イ
な
ど
を
掲
載
。

○
主
な
出
来
事

・
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
お
し
ん
」
放
送

・
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
開
園

・
大
韓
航
空
機
撃
墜
事
件

・
富
山
県
置
県
百
年

ル
ー
ツ
と
な
る
不
定
期
刊
行

「
富
山
県
商
工
連
會
報
」の
創
刊

題字揮毫は当時
の富山県知事　
吉田実氏

定
期
刊
行
と
し
て
ス
タ
ー
ト
！

「
商
工
会
新
報
」の

　
　
　
創
刊
第
一
号
発
行

情
報
量
、
情
報
領
域
を
拡
大

第
一
〇
〇
号
発
行
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富山県商工会連合会が毎月 1回発行している広報機関紙は、当月号「商工会とやま　VOL.500」　　で 500号となった。当会設立後、不定期で発行した広報誌を通算すると 600号となる。
節目となる紙面を紹介しながらそのあゆみを振り返る。

平成４年１月 20日

平成 12年５月 20日

平成 20年 10月 2日

　

息
の
長
い
景
気
拡
大
局
面
が
減
速
傾
向
と
共

に
先
行
き
不
透
明
感
が
高
ま
り
、
後
に
、
バ
ブ

ル
崩
壊
・
失
わ
れ
た
二
十
年
と
い
わ
れ
る
低
成

長
期
に
入
っ
て
い
っ
た
。

○
主
な
掲
載
記
事

　

一
面
に
は
人
材
開
発
の
在
り
方
を
探
る
た
め

に
開
催
し
た
「
小
規
模
企
業
の
人
材
開
発
」
に

関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
模
様
を
紹
介
し
、
大

店
法
の
改
正
で
商
調
協
（
商
業
活
動
調
整
協
議

会
）
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
対
応
す
る
た
め
の

「
商
業
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
の
設
置
を
掲
載
。

現
在
ま
で
続
く
「
翌
月
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
」
を

掲
載
し
て
い
た
他
、
今
日
の
社
会
に
お
い
て
も

課
題
と
な
っ
て
い
る
女
性
の
就
業
や
少
子
高
齢

化
に
関
連
し
、
女
性
の
転
職
率
に
つ
い
て
の
コ

ラ
ム
や
高
齢
化
社
会
に
つ
い
て
の
連
載
記
事
が

あ
る
。
テ
レ
ビ
番
組
紹
介
欄
が
設
け
ら
れ
て
お

り
、
主
に
工
業
や
商
業
に
関
す
る
番
組
タ
イ
ト

ル
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

○
主
な
出
来
事

・
第
一
回
ジ
ャ
パ
ン
エ
キ
ス
ポ
富
山

・
天
皇
皇
后
両
陛
下　

初
訪
中

・
育
児
休
業
法
施
行

○
主
な
掲
載
記
事

　

一
面
は
、
商
工
会
法
施
行
四
十
周
年
を
迎
え

て
の
合
言
葉
「
響
け　

四
十
年　

知
恵
の
と
き
」

を
大
き
く
ア
ピ
ー
ル
。
三
〇
〇
号
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
西
暦
二
〇
〇
〇
年
と
い
う
節
目
の
年

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
当
時
の
土
居
専
務
理
事
に

よ
る
挨
拶
が
掲
載
さ
れ
た
。
商
工
会
法
施
行
か

ら
四
十
周
年
を
迎
え
、
当
時
ま
で
の
商
工
会
活

動
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
二
十
一
世
紀
に
お

け
る
商
工
会
の
在
り
方
を
模
索
し
、組
織
、事
業
、

財
源
に
つ
い
て
再
構
築
を
実
行
す
べ
く
全
会
員

へ
の
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し
た
こ
と
に
言
及
し

て
い
る
。

　

二
面
に
本
会
が
「
小
規
模
企
業
と
資
金
調
達

の
多
様
化
」
を
テ
ー
マ
に
調
査
研
究
を
行
い
、

発
行
し
た
商
工
会
白
書
に
つ
い
て
概
要
を
掲
載
。

五
面
で
は
時
勢
を
反
映
し
、
当
時
急
速
に
拡
大

し
て
い
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取
引
に
お
け
る
注

意
点
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
た
。

○
主
な
出
来
事

・
二
〇
〇
〇
年
と
や
ま
国
体

・
九
州
・
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト

・
介
護
保
険
制
度
施
行

・
二
千
円
札
・
新
五
百
円
硬
貨
発
行

　

平
成
十
六
年
七
月
の
三
四
九
号
か
ら
は
タ
ブ

ロ
イ
ド
版
か
ら
Ａ
４
版
サ
イ
ズ
と
し
、
名
称
も

「
商
工
会
と
や
ま
」
に
変
更
し
た
も
の
の
、
発
刊

番
号
は
「
商
工
会
新
報
」
よ
り
引
き
継
い
だ
。

平
成
二
十
年
四
月
か
ら
発
行
日
を
毎
月
一
日
と

し
、
掲
載
内
容
や
レ
イ
ア
ウ
ト
に
変
更
を
重
ね

な
が
ら
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

○
主
な
内
容

　

一
ペ
ー
ジ
に
は
当
時
の
厳
し
い
経
済
状
況
を

反
映
し
て
、
県
内
商
工
三
団
体
（
石
澤
義
文
県

商
工
会
連
合
会
長
、
犬
島
伸
一
郎
県
商
工
会
議

所
連
合
会
長
、
黒
田
輝
夫
県
中
小
企
業
団
体
中

央
会
長
）
に
よ
る
石
井
知
事
の
訪
問
と
中
小
企

業
へ
の
経
済
対
策
要
望
の
様
子
を
紹
介
。
当
時

県
内
の
各
商
工
会
で
合
併
に
向
け
た
動
き
が
あ

り
、
現
在
の
富
山
市
北
お
よ
び
高
岡
地
域
に
お

け
る
状
況
が
四
ペ
ー
ジ
で
掲
載
さ
れ
た
。

○
主
な
出
来
事

・
秋
葉
原
通
り
魔
事
件

・
東
海
北
陸
自
動
車
道
全
線
開
通

・
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク

・
オ
バ
マ
氏
が
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
勝
利

会
員
と
商
工
会
を
結
ぶ
大
切
な
役
割
を
担
い

二
〇
〇
号
発
行

商
工
会
法
施
行
四
十
周
年
、

二
十
世
紀
最
後
の
年

節
目
と
な
る
三
〇
〇
号
発
行

名
称
を
「
商
工
会
と
や
ま
」
に
変
更

リ
ー
マ
ン・シ
ョ
ッ
ク
の
年
に

四
〇
〇
号
を
発
行
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決
意
新
た
に

地
方
創
生
の
実
現
を
！

商工
春秋

　

昨
年
十
二
月
に
電

通
が
労
基
法
違
反
で

書
類
送
検
さ
れ
た
。

亡
く
な
っ
た
高
橋
ま
つ
り

さ
ん
の
ツ
イ
ー
ト
に
「
生

き
る
た
め
に
働
い
て
い
る
の
か
、

働
く
た
め
に
生
き
て
い
る
の
か

分
か
ら
な
く
な
っ
て
か
ら
が
人

生
」
と
い
う
悩
み
深
い
言
葉
が

あ
る
。▼
政
府
の「
働
き
方
改
革
」

が
動
き
だ
し
た
。
長
時
間
労
働

の
是
正
、
非
正
規
雇
用
者
の
待

遇
見
直
し
な
ど
が
主
な
テ
ー
マ

だ
。
民
間
企
業
で
は
、
業
務
プ

ロ
セ
ス
の
見
直
し
、職
務
グ
レ
ー

ド
の
分
類
化
、
多
様
な
勤
務
時

間
の
設
定
、副
業
解
禁
な
ど
様
々

な
働
き
方
や
フ
ェ
ア
な
報
酬
の

あ
り
方
が
検
討
さ
れ
そ
う
だ
。

▼
個
人
消
費
低
迷
下
で
、
競
争

が
一
段
と
進
む
な
か
、
企
業
が

年
功
序
列
賃
金
で
社
員
の
一

生
を
保
証
す
る
時
代
で
は
な

く
な
り
つ
つ
あ
る
う
え
、
Ａ
Ｉ

が
人
間
に
代
わ
る
領
域
が
増

え
て
く
る
。
な
ら
ば
、
個
人
が

時
代
に
あ
っ
た
高
い
能
力
を

身
に
つ
け
る
努
力
と
、
必
要
に

応
じ
て
適
所
を
探
す
覚
悟
が

い
る
。
▼
個
人
の
犠
牲
で
は
な

く
、
個
人
に
成
長
機
会
と
働
き

が
い
を
提
供
で
き
る
企
業
が

発
展
す
る
時
代
だ
。

中
小
企
業
景
況
情
報

　

今
期
は
、
製
造
業
一
八・
五

（
前
期
比
プ
ラ
ス
一
四・八
ポ
イ

ン
ト
）
と
好
転
し
た
が
、
建

設
業
△
一
〇・
〇
（
同
マ
イ
ナ

ス
五・
〇
ポ
イ
ン
ト
）、
小
売

業
△
六
〇・
六
（
同
マ
イ
ナ
ス

二
五・四
ポ
イ
ン
ト
）、
サ
ー
ビ

ス
業
△
一
九・
七
（
同
マ
イ
ナ

ス
七・
四
ポ
イ
ン
ト
）
は
悪
化

し
た
。

　

来
期
は
、
製
造
業
二
一・
七

（
当
期
比
プ
ラ
ス
三・二
ポ
イ
ン

ト
）、
建
設
業
〇・〇
（
同
プ
ラ

ス
一
〇・
〇
ポ
イ
ン
ト
）、
小

売
業
△
四
二・
一
（
同
プ
ラ
ス

一
八・
五
ポ
イ
ン
ト
）
と
好
転

を
、
サ
ー
ビ
ス
業
△
二
五・
九

（
同
マ
イ
ナ
ス
六・
二
ポ
イ
ン

ト
）は
悪
化
を
予
想
し
て
い
る
。

（
注
）Ｄ
・
Ｉ
と
は
、景
気
動
向
指
数

の
略
で
、前
年
同
期
と
比
較

し
て
増
加（
好
転
）企
業
割
合

と
、減
少（
悪
化
）企
業
割
合

の
差
を
示
す
も
の
。

平成 27年
1月～ 3月 4月～ 6月 7月～ 9月 10月～ 12月

平成 28年
1月～ 3月 4月～ 6月

（前期）
7月～ 9月

（今期）
10月～ 12月

（予想）平成 29年
1月～３月

製 造 業

建 設 業

小 売 業

サービス業

D・I 値（前年同期比）表示マーク

20.1 ～ 快晴＝

5.1 ～ 20.0 晴れ＝

5.0 ～△ 5.0 曇り＝

△ 5.1 ～△ 20.0 小雨＝

△ 20.1 ～ 雨＝

業況天気図　H28.10月～12月実績・H29.1 月～3月予想

業
況
判
断
D
・
I
の
推
移（
前
年
同
期
比
）

前
期
比
、製
造
業
は
好
転
、建
設
業
・
小
売
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
は
悪
化
し
た

　

商
工
会
連
合
会
と
商
工
会

議
所
連
合
会
、
経
営
者
協
会
、

中
小
企
業
団
体
中
央
会
、
経

済
同
友
会
の
県
内
経
済
五
団

体
は
、
一
月
四
日
に
富
山
市

内
の
ホ
テ
ル
に
て
、
各
団
体

役
員
や
企
業
の
ト
ッ
プ
ら
約

四
六
〇
人
が
集
い
、
新
年
を

祝
う
新
春
互
礼
会
を
開
催
し
、

地
域
経
済
の
発
展
と
地
方
創

生
の
実
現
に
向
け
、
決
意
を

新
た
に
し
た
。

　

石
澤
県
商
工
会
連
合
会
会

長
の
「
今
年
を
未
来
を
切
り

拓
く
一
年
に
し
よ
う
」
と

の
言
葉
で
開
会
し
、
金
岡
県

経
営
者
協
会
会
長
が
挨
拶
、

石
井
知
事
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

続
い
て
、
高
田
県
中
小
企
業

団
体
中
央
会
会
長
の
音
頭
で

鏡
開
き
し
、
米
原
富
山
経
済

同
友
会
代
表
幹
事
の
発
声
で

乾
杯
し
、
な
ご
や
か
に
歓
談

が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
。
最

後
に
、
髙
木
県
商
工
会
議
所

連
合
会
会
長
が
中
締
め
し
た
。

決
意
新
た
に

地
方
創
生
の
実
現
を
！

経
済
団
体
新
春
互
礼
会
開
催
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独
自
の
麹
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
！ 

精
力
的
に
新
た
な
販
路
開
拓

　

丸
善
醤
油
㈱
は
明
治
よ
り

米
問
屋
佐
田
商
店
と
し
て
創

業
し
、
米
の
販
売
と
と
も
に
醤

油
・
味
噌
の
製
造
販
売
を
行
っ

て
い
た
。
大
正
十
五
年
に
丸
善

醤
油
㈱
と
な
っ
て
以
来
、
味
噌・

醤
油
・
甘
酒
・
麹
等
を
取
り

扱
っ
て
お
り
、
新
川
地
域
の
ス
ー

パ
ー
を
中
心
に
、
地
元
ブ
ラ
ン

ド
と
い
う
安
心
感
と
商
品
へ
の

信
用
か
ら
お
客
様
を
獲
得
し
て

い
る
。

■
デ
ザ
イ
ン
刷
新
で
競
争
力

を
獲
得

　

伝
統
を
継
承
し
な
が
ら
安
心
安

全
な
素
材
に
こ
だ
わ
り
、
味
に
も

自
信
が
あ
る
商
品
づ
く
り
を
し
て

い
る
中
で
も
、
多
種
多
様
な
商
品

が
並
ぶ
ス
ー
パ
ー
の
陳
列
棚
で
は
、

自
社
の
商
品
が
お
客
様
の
目
に
留

ま
り
に
く
い
と
感
じ
て
い
た
。

　

ま
た
、
食
生
活
の
変
化
に
よ
り
味

噌
や
醤
油
の
消
費
量
が
減
って
い
る
と

い
う
危
機
感
も
あ
り
、
新
た
な
販
路

開
拓
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
二
十
五
年
に
小

規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
の
採

択
を
受
け
、
商
品
や
容
器
な
ど
の
デ

ザ
イ
ン
や
ロ
ゴ
の
刷
新
、
新
た
な
商

品
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
と
と

も
に
、
商
品
の
付
加
価
値
を
高
め
、

商
品
の
魅
力
を
伝
え
ら
れ
る
展
示

販
売
会
等
で
の
販
売
促
進
活
動
に

力
を
入
れ
て
い
く
こ
と
に
し
た
。

■
独
自
製
法
の

「
生
き
て
い
る
麹
」を
Ｐ
Ｒ

　

独
自
製
法
に
よ
る
「
生
き
て
い

る
麹
」
を
他
社
と
の
差
別
化
の
Ｐ

Ｒ
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
味
噌
や
甘
酒

の
魅
力
を
お
客
様
に
直
接
ア
ピ
ー

ル
す
る
た
め
、
県
内
外
で
の
展
示

販
売
会
や
商
談
会
へ
精
力
的
に
出

展
し
て
い
る
。

　

入
善
町
商
工
会
が
国
の
「
経
営

丸善醤油㈱　専務取締役　佐田洋氏

　
入
善
町
で
独
自
製
法
の
米

麹
を
用
い
た
商
品
の
製
造
販

売
を
し
て
い
る
丸
善
醤
油
㈱ 

専
務
取
締
役 
佐
田
洋
氏
に
お

話
を
伺
っ
た
。

支
援
発
達
計
画
」
の
認
定
を
受
け

た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
手
厚

い
県
外
へ
の
販
路
開
拓
支
援
も
受

け
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
い
う
。

　

県
内
外
で
の
展
示
販
売
会
等
で

は
、
味
噌
や
甘
酒
の
「
生
き
て
い

る
麹
」
を
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、

積
極
的
に
お
客
様
に
声
を
か
け
試

食
を
提
供
し
て
い
る
。

　

商
品
の
Ｐ
Ｒ
の
み
な
ら
ず
、
作

り
手
の
思
い
も
伝
え
な
が
ら
、
試

食
の
反
応
や
お
客
様
と
の
会
話
か

ら
商
品
の
改
良
点
や
販
売
方
法
・

Ｐ
Ｒ
方
法
の
改
善
点
な
ど
を
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
い
う
。

イ
ズ
の
需
要
が
あ
る
こ
と
が
お
客

様
の
声
か
ら
分
か
っ
た
も
の
の
、
自

社
の
生
産
体
制
で
は
対
応
で
き
な

い
と
い
う
現
状
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た

め
、商
工
会
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、

経
営
革
新
、
も
の
づ
く
り
補
助
金
の

採
択
を
受
け
、
新
た
に
機
械
を
導

入
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
厳
密
な
湿
度
・
温
度
管
理
が

可
能
に
な
り
、
小
ロッ
ト
生
産
に
も

対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

商
談
会
に
も
精
力
的
に
参
加
し
、

県
外
で
の
販
路
開
拓
に
も
手
ご
た

え
を
感
じ
て
い
る
。
大
手
百
貨
店

や
商
社
か
ら
も
引
き
合
い
も
出
て

き
て
お
り
、
商
品
の
み
な
ら
ず
、
麹

の
お
問
合
せ
も
増
え
て
き
て
い
る
。

　

発
酵
食
品
ブ
ー
ム
を
背
景
に
、

甘
酒
が
体
に
良
く
魅
力
あ
る
商
品

と
し
て
新
規
顧
客
の
獲
得
に
つ
な
が

り
、
リ
ピ
ー
ト
し
て
く
だ
る
お
客

様
も
増
え
て
き
て
い
る
。
こ
の
波
に

乗
り
今
後
も
麹
の
魅
力
を
伝
え
て

い
き
た
い
と
力
強
く
意
気
込
み
を

語
っ
て
く
れ
た
。

甘酒「こうじこまち」

■
新
た
な
市
場
へ
！

も
の
づ
く
り
補
助
金
を
活
用

　

糖
化
・
分
解
力
が
強
い
麹
を
使

用
し
て
い
る
の
が
最
大
の
強
み
で
あ

る
が
、一方
で
は
、
消
費
期
限
が
短

く
、
県
外
へ
の
販
路
開
拓
は
展
示

販
売
会
な
ど
限
定
的
な
販
売
に
と

と
ど
ま
っ
て
い
た
。
ま
た
、
都
内
で

は一
人
暮
ら
し
の
方
や
電
車
で
の
持

ち
帰
り
と
いっ
た
理
由
で
小
さ
な
サ

下
新
川
地
域
商
工
会
広
域
協
議
会

経
営
指
導
員
　
岩
崎
裕
美

　
販
路
開
拓
に
精
力
的
に
取
り

組
ん
で
お
ら
れ
、
新
た
な
販
路

拡
大
に
向
け
て
伴
走
支
援
し
て

い
き
た
い
。
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
最
近
よ
く
耳

に
す
る
Ｉ
Ｔ
用
語
に
つ
い
て
解
説

し
、今
後
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に

つ
な
が
る
ヒ
ン
ト
を
提
供
し
ま
す
。

Ｂ
Ｙ
Ｏ
Ｄ（
ビ
ー・ワ
イ・オ
ー・デ
ィ
ー
）

　

Bring Your O
w

n D
evice

の

略
で
、
従
業
員
の
私
用
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
端
末
を

会
社
が
許
可
し
て
業
務
に
活
用
す
る

と
い
う
考
え
方
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
業
務
用
の
端
末
は
企
業

側
が
手
配
し
た
も
の
を
従
業
員
に
支

給
し
利
用
す
る
の
が
一
般
的
で
し

た
。
し
か
し
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普

及
で
携
帯
端
末
を
日
常
的
に
利
用
す

る
こ
と
が
当
た
り
前
と
な
っ
た
頃
か

ら
Ｂ
Ｙ
Ｏ
Ｄ
の
考
え
が
提
唱
さ
れ
始

め
ま
し
た
。
こ
れ
だ
け
を
聞
く
と
、

「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
心
配
で
は
？
」

と
感
じ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思

い
ま
す
。
そ
の
疑
問
は
も
っ
と
も
で

あ
り
、
実
際
二
〇
一
二
年
の
あ
る
調

査
に
よ
る
と
Ｂ
Ｙ
Ｏ
Ｄ
を
認
め
る
企

業
は
ア
メ
リ
カ
で
約
六
〇
％
だ
っ
た

の
に
対
し
て
日
本
は
二
〇
％
足
ら
ず

で
し
た
。
そ
ん
な
保
守
的
な
日
本
で

も
そ
の
メ
リ
ッ
ト
か
ら
Ｂ
Ｙ
Ｏ
Ｄ
は

今
後
普
及
し
て
い
く
と
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。
自
分
の
使
い
慣
れ
た
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
あ
れ
ば
効
率
良
く

一
台
で
全
て
を
こ
な
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
会
社
に
と
っ
て
は
端
末
導
入

費
用
を
抑
え
ら
れ
る
効
果
も
あ
り
ま

す
。

　

一
方
、
従
業
員
が
無
断
で
私
用
端

末
を
使
っ
て
業
務
を
行
い
、
会
社
側

も
そ
う
し
た
実
態
を
黙
認
す
る
と
い

う
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

は
「
シ
ャ
ド
ー
Ｉ
Ｔ
」
と
呼
ば
れ
、

情
報
漏
え
い
の
危
険
を
伴
う
行
為
で

す
。
こ
う
し
た
問
題
を
解
決
し
、
本

来
の
Ｂ
Ｙ
Ｏ
Ｄ
を
実
現
す
る
に
は

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
端
末
に
対
し
て
ウ
ィ
ル
ス
対
策

ソ
フ
ト
や
、
紛
失
時
な
ど
に
遠
隔
操

作
が
可
能
な
管
理
ソ
フ
ト
の
導
入
な

ど
は
必
須
と
言
え
ま
す
。
こ
う
し
た

専
門
的
な
対
策
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し

て
提
供
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り

ま
す
。た
だ
何
よ
り
も
大
事
な
の
は
、

社
長
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し

て
運
用
ル
ー
ル
を
決
め
る
こ
と
、
そ

れ
を
従
業
員
へ
周
知
し
意
識
を
高
め

る
こ
と
で
す
。

分
か
り
や
す
く
解
説
！ 

Ⅰ
Ｔ
用
語
③  （
中
小
企
業
診
断
士：堀
）

お
し
え
て
プ
ロ
の
視
点

中
小
企
業
大
学
校
瀬
戸
校
連
携
セ
ミ
ナ
ー

　

富
山
県
商
工
会
連
合
会
で
は
、
県

の
委
託
を
受
け
て
昭
和
五
十
八
年

よ
り
、
県
下
中
小
企
業
の
将
来
を
担

う
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
「
富
山

県
中
小
企
業
大
学
校
」
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
開
校
以
来
、
三
十
年

余
り
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
今
回
、

初
め
て
富
山
県
、
中
小
企
業
大
学
校

瀬
戸
校
等
と
連
携
し
、
標
記
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
回
お
招
き
す
る
波
多
野
講
師

は
瀬
戸
校
の
一
押
し
講
師
で
あ
り
、

是
非
沢
山
の
方
々
に
受
講
い
た
だ

き
た
い
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

研
修
内
容
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。

多
数
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

日
時

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
三
日
㈭

午
後
二
時
～
五
時

会
場

富
山
県
中
小
企
業
研
修
セ
ン
タ
ー

（
富
山
市
赤
江
町
一
―
七
）

対
象

中
小
企
業
の
経
営
者
、
管
理
者

後
継
者　

等

定
員

四
十
名

内
容

・
共
感
を
呼
ぶ
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

・
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る

　
　
　
　
　
　

チ
ー
ム
活
性
化
術

申
込
み
締
切

三
月
十
七
日
㈮

※
富
山
県
中
小
企
業
大
学
校
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
申
込
書
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
、
メ
ー
ル
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、

※
入
場
無
料

■
お
問
合
せ
先

富
山
県
商
工
会
連
合
会　

担
当
：
見
角

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
七
六

－

四
四
一

－

二
七
一
六

企
業
の
「
人
づ
く
り
」

セ
ミ
ナ
ー
開
催
！

テ
ー
マ

ね
ら
い

「
管
理
者
の
職
務
と
役
割
」

　
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発
揮
の
仕

方
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
図

り
方
、
チ
ー
ム
を
活
性
化
す
る
仕

組
み
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
、ロ
ー

ル
プ
レ
イ
ン
グ
を
交
え
学
び
ま
す
。

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の

基
本
行
動
と
は
‼

富
山
県
中
小
企
業
大
学
校
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世界遺産・五箇山菅沼合掌造り集落ライトアップ 3月の毎週金曜・土曜の夜 五箇山観光総合案内所 0763-66-2468

五箇山相倉合掌造り集落ライトアップ 3月2日(木)～5日(日) 五箇山観光総合案内所 0763-66-2468

富坂　聰　時局講演会 3月8日（水） 八尾町工場協会 076-455-3181

風の盆ステージ・町なかミニツアー 3月11日（土）・25日（土） 越中八尾観光協会 076-454-5138

ふれあい青空市「やまだの案山子」 3月11日（土）から開催
（月・火・水・土・日）　 ふれあい青空市「やまだの案山子」運営委員会 076-457-2333

第 27回南砺いのくち椿まつり 3月19日（日）・20日（月） 南砺市井口行政センター 0763-64-2211

イベント名 開催日 お問合せ先

各地の 月イ ベ ン トイ ベ ン ト3

トライアル発注商品・
役務を募集！！

第５回 富山県ものづくり
大賞表彰式 参加者募集

富山県奨学金返還助成制度
登録企業の募集

県では、中小企業 等の開
発した新商品・役務をトラ
イアル発注商品として認定
し、認定された商品・役務
の調 達に努めるほか、県
が購入した商品・役務につ
いては、使 用後の意 見を
フィードバックするなど、
中小企業者のさらなる新商
品開発や改善、販路拡大を
応援しています。
■募集（申請受付）期間
2/1（水）～2/28（火）まで

　 　 　 　 　
■お問合せ先■

富山県　経営支援課
TEL 076-444-3247

高度な技術開発により、本県の「ものづく
り産業」の活性化に寄与した企業を顕彰す
る「富山県ものづくり大賞」の表彰式を開催
します。受賞企業による報告会も行いますの
で、参加をご希望の方は、下記までご連絡く
ださい。

（1）日時　２月13 日（月）15:00 ～16:40
　※受賞企業による報告会（15:00 ～15:55）

（2）場所　ANA クラウンプラザホテル富山 3F
◆受賞企業◆

【大　賞】
㈱日立国際電気　富山事業所

「ナノ技術対応最先端サーマルプロセス装置の開発」
【優秀賞】
アイシン軽金属㈱

「自動車用衝突安全システムの開発」
㈱能作

「シリコーン鋳型による錫100％の商品開発」
【特別賞】
㈱トヨックス

「ハイブリッドトヨロンホース( 耐圧樹脂ホース)」
㈱フロンティア

「電動式点字打刻機の開発」
　 　 　 　 　

■お問合せ先■
富山県　商工企画課　

TEL 076-444-3245

県では、理工系の大学院生・薬学部生のＵＩＪ
ターン就職を促進するため、富山県と登録企業
との出捐により基金を創設し、応募学生が登録
企業に一定期間就業した場合、県と登録企業と
で奨学金の返還を助成します。
登録企業の応募要件：⑴　応募学生を正規社
員として採用予定の企業、⑵　富山県内に主た
る事業所を有する中小企業（中小企業基本法第２
条第１項に規定する会社および個人）又は富山県内
に主たる事業所を有する直近年度の売上高が
500 億円以下の中堅企業
登録企業のメリットは、 ①応募学生のリストを
提供、 ②応募学生との合同交流会を開催、③県
ホームページなどで登録企業を広報、④応募学
生と採用内定に至らなかった場合、出捐は不要
※詳しくは、県のホームページをご覧のうえ、お気
軽にご登録ください。
http://www.pref.toyama.jp/cms_sec/1303/kj00017208.html
　 　 　 　 　

■お問合せ先■
富山県 労働雇用課

TEL 076-444-8897
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取材協力

商工会青年部女性部 商工会青年部女性部 
シリーズシリーズ in 庄川町商工会

in 南砺市商工会

　脇本青年部長は「青年部員自
身が地域の歴史・文化・観光資
源を再認識する機会となった。
今後は、この事業を通じて学ん
だノウハウを従来からのイベン
ト等の集客にも活かし、持続可
能な地域活性化事業として育て
ていきたい」と目を輝かせる。

げ
る
こ
と
が
で
き
た
。参
加
者
か
ら
も
、「
楽

し
か
っ
た
」「
面
白
か
っ
た
」と
い
う
声
が
ほ

と
ん
ど
で
好
評
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
青
年
部
は
こ
の
事
業
を
通
じ
て
、地
域
の

歴
史
・
文
化
・
観
光
資
源
等
を
青
年
部
員
が

再
認
識
し
、地
域
の
子
供
達
に
は
、地
域
資

源
を
学
ぶ
・
知
る
機
会
と
し
て
、庄
川
町
に

愛
着
や
誇
り
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
。地
域

活
性
化
や
観
光
Ｐ
Ｒ
、宿
泊
利
用
促
進
な

ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
利
用
し
、温
泉
旅
館
へ
の
誘
客
効
果
や
企

業
Ｐ
Ｒ
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
し
て
い
る
。

いいもの見つけ隊！いいもの見つけ隊！
シリーズシリーズ

まちの

リ
ア
ル
体
験
型
探
偵
ゲ
ー
ム
で
地
域
活
性
化

リアル体験型探偵ゲームを楽しむ参加者

打合せをする
庄川町商工会青年部のメンバー

　
南
砺
市
井
波
は
、世
界
遺
産
の
合
掌
集

落
の
有
る
白
川
郷
・
五
箇
山
山
麓
の
山
す

そ
に
広
が
る
町
で
、木
彫
り
の
従
事
者
が

最
盛
期
に
は
三
百
人
と
も
言
わ
れ
た
木
彫

り
の
町
で
あ
る
。

　
そ
ん
な
木
彫
り
の
町 

井
波
に
あ
る
匠

雲
堂
は
、創
業
以
来
四
十
年
、彫
刻
刀
・
木

彫
り
の
道
具
の
専
門
店
と
し
て
製
造
、販

売
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
等
を
行
っ
て
い
る
。彫

刻
刀
の
専
門
店
は
全
国
で
も
数
軒
し
か
な

く
、全
国
か
ら
注
文
が
入
る
。現
在
で
は
、

全
国
の
彫
刻
師
だ
け
で
は
な
く
、木
彫
り

の
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
や
県
内
外
を
問
わ
ず

美
大
や
芸
大
・
工
芸
学
校
な
ど
幅
広
い
顧

客
を
持
っ
て
い
る
。も
と
も
と
井
波
彫
刻
師

の
た
め
に
オ
ー
プ
ン
し
た
店
だ
が
、い
ま

で
は
井
波
彫
刻
で
は
使
わ
な
い
刃
も
置
い

て
お
り
、そ
の
道
具
の
数
は
多
種
多
様
で
、

店
内
は
さ
な
が
ら
木
彫
道
具
博
物
館
と

な
っ
て
い
る
。お
客
様
か
ら
も
、め
ず
ら
し

い
道
具
や
品
種
の
数
に
驚
き
、興
味
が
ひ

か
れ
評
判
が
高
い
。

　
ま
た
、店
内
で
は
手
砥
ぎ
や
柄
付
作
業

体
験
も
で
き
、店
主
の
岡
田
さ
ん
か
ら
、持

ち
方
や
姿
勢
、独
自
で
開
発
し
た
刃
や
砥

彫
刻
刀・木
彫
り
道
具
で
町
の
伝
統
文
化
を
承
継

住所：南砺市本町1-28（旧井波町）
TEL：0763-82-4554
FAX：0763-82-5616

取材協力

木彫りの町 井波 匠雲堂

　店主の岡田さんは「日常生活
ではあまり感じることができな
い、木の色やはだ、香りをまず感
じてもらい、作品をつくる過程な
どを通して感動を味わっていた
だければ嬉しい。お客様に応じ
たやり方や砥ぎ方を教え提供す
ることで、普及に繋げていきた
い」と意気込みを語ってくれた。

ぎ
の
コ
ツ
な
ど
、お
客
様
に
応
じ
た
や
り

方
を
詳
し
く
教
わ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　一
昨
年
の
十
月
に
は
、小
規
模
事
業
者
持

続
化
補
助
金
を
活
用
し
、店
舗
内
の
改
装

が
完
了
。お
客
様
に
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
で
き
る
環
境
が
整
っ
た
。こ
れ
か
ら

も
匠
雲
堂
は
、多
種
多
様
な
道
具
を
揃
え
、

使
い
方
や
砥
ぎ
方
法
を
教
え
普
及
し
て
い

く
こ
と
で
、町
の
伝
統
文
化
を
守
り
続
け

て
い
く
。

庄川町商工会青年部

多種多様な木彫道具が並ぶ店内

しょううんどう

店主　岡田 榮吉

　
庄
川
町
商
工
会
青
年
部
は
、昨
年
の
十

二
月
四
日（
日
）に「
こ
い
ぷ
く
探
偵
団
の

事
件
簿
・
狙
わ
れ
た
こ
い
っ
ぴ
像
を
守
れ
」

と
題
し
て
、リ
ア
ル
体
験
型
探
偵
ゲ
ー
ム

を
実
施
し
た
。

　
こ
の
リ
ア
ル
体
験
型
探
偵
ゲ
ー
ム
は
、

庄
川
水
記
念
公
園
に
て
実
施
さ
れ
た
参
加

体
験
型
の
イ
ベ
ン
ト
。参
加
者
は
探
偵
団

に
な
り
き
り
、参
加
キ
ッ
ト（
謎
の
手
が
か

り
）を
入
手
し
、公
園
内
の
施
設
で
あ
る

ウ
ッ
ド
プ
ラ
ザ
や
鯉
恋
の
宮
等
を
回
遊
、

描
か
れ
た
謎
を
解
き
明
か
し
、隠
さ
れ
た

手
が
か
り
を
見
つ
け
な
が
ら
、最
終
的
に

は
犯
人
を
あ
ば
き
、庄
川
町
の
鯉
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー「
こ
い
っ
ぴ
」の
像
を
守
る
こ
と

が
で
き
た
ら
事
件（
ミ
ッ
シ
ョ
ン
）解
決
と

な
る
。

　
当
日
は
、子
供
達
が
中
心
で
、子
供
か
ら

大
人
ま
で
総
勢
六
十
二
名
十
九
チ
ー
ム
が

参
加
。事
件
を
解
決
で
き
た
参
加
者
に
は
、

抽
選
で
庄
川
町
の
豪
華
特
産
品
等
が
当
た

る
。ゲ
ー
ム
中
に
触
れ
る
、観
光
地
の
名
所

や
隠
れ
ス
ポ
ッ
ト
等
の
魅
力
を
発
見
し
、

楽
し
み
な
が
ら
参
加
す
る
こ
と
で
集
客
と

回
遊
性
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
促
進
に
繋


